
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ビリジアン

ジャンク

バロック

レクイエム

15

反転

18

煉獄

10
双子

かわいい服

出戻り

真夜中

妊娠

罪

57

65

「君は両親が決めた結婚相手の元へ嫁いだ。しかし、彼はとても粗暴で乱暴者だった。　もうこんな生活は耐えられない！そう思い、君は一度戻って来た。　家に帰ると彼が優しく出迎えてくれた。幼い頃から変わらない、優しい笑顔。　君は満面の笑顔で彼の胸に飛び込んだ」

「君は枕を持って彼の部屋に来た。部屋が暗くて、一人が怖くて、とても怖い。だから彼と一緒に眠る為に来た。どれだけ不安な夜も、彼と一緒なら何も怖く無いから」

「キィキィと木の軋む音が聞こえる。今君が座っているのは小さなロッキングチェア。　君はそこにちょこんと座り、ゆらりゆらりと揺られている中、一人の男性が君のお腹に耳を当て、微笑んでいる。　「男かな？女かな？」上機嫌そうな彼に対し君は「まだ分からないわよ」と優しく微笑み返す。　時折お腹の中で何かが動く感覚がした。少しずつ大きくなっているのが分かる。　男と女、どっちがいい？無事に生まれて来てくれたならどちらでもいいよ。　君達はポツリポツリとそんな会話を続けた」

記憶のカケラ【罪】 「有罪だ、有罪だ、有罪だ。そんな声が君の耳に突き刺さる。 　君達の前方には黒衣を纏った男。彼は君達を見て「有罪だ」と言う。 　その言葉にビリジアンは「待って、悪いのは私。だから彼だけは許してあげて」と懇願する。 　だが、薄々は気付いている。もうすべてが手遅れだと言う事を。それを分かっているのか、レヴァルはビリジアンへこう言う。 　「いいんだよ。もう全てが手遅れた。だから受け入れるしかない。それだけの罪を犯したんだ」 　ビリジアンはガクリと項垂れる。納得がいっているのかいないのか、奥歯を噛み締めている。 　君達は広場へ連れて行かれ、頭を掴まれる。 　辺りは雑踏する人々の群れ。彼らは口々に「有罪だ」「死罪だ」「破倫の者共め！」と口汚く君達を罵っている。 　そんな騒音も束の間。君の首に刃が振り下ろされ、君達の人生は幕を閉じた」
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「地獄」にいる際、攻撃判定の出目+1

変異3パーツ取得【やせぎす】

攻撃マニューバのダメージ+1してもよい。 ただし、その際に「切断」「爆発」「転倒」「連撃」「全体攻撃」は失われる）

以後、ターン終了まであなたの攻撃判定の出目+１

＋２

＋１

肉弾１

行動＋1

移動１

支援１

肉弾１

射撃攻撃3

白兵攻撃4、攻撃判定+1

【たからもの】

次に使うマニューバコストー１

バトルパートで1つの判定につき1回、｢妨害｣を無効化してもよい

移動１

移動１

妨害１

【しょくしゅ】移動妨害１

移動1、移動妨害無効
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